
様式第 8号（第 13条関係） 

 

令和元年 11月 15 日 

 

積算疑義申立てに係る調査結果報告書 

 

契 約 番 号 ４３１１００００３７ 

建 設 工 事 名 令和元年度 公共岡崎地区枝線管渠築造工事（１工区） 

落 札 決 定 日 令和元年 11月 5日 

疑義申立受付日 令和元年 11月 5日 

申 立 内 容 

（ 指 摘 内 容 ） 

1. 共通仮設費対象額及び現場管理費対象額に誤りがあると思われ

る。経費率が公示されたものと違っていると思われる。 

 

2. 第 32 号 C代価表内のプレーンエンド直管φ150 の単価に「県単

価」が採用されているが、本年度の「下水道工事積算用資材単価

表」では、「物価資料平均単価」を基準とした単価が使用される

と明記されており、単価に差異が生じています。 

   

3. 第 53 号施工パッケージ内 透水性舗装（フィルター用砂）につ

いて規格が設計書に明示されていないため「見積平均価格」とな

っているが、採用単価の根拠が分からない。前年度工事で規格が

明示されものと同様の規格の砂であれば、単価に差異が生じます。 

調 査 結 果 

1. 特殊ブロック舗装について、本工事において特殊ブロックの材

料費については、現場発生品の再利用となることから、共通仮設

費並びに現場管理費の対象外として取扱うべきところを、当該経

費の対象となっていたため、違算であると判断します。 

 

2. 下水道用資材単価については毎月見直し及び更新をしており、

プレーンエンド直管φ150 については、これまで物価資料の平均

価格を採用していたが、本年９月の単価見直し時に、採用順位が

上位である県単価に同一資材の単価掲載を確認したことから、そ

れ以降は県単価を採用しています。 

  単価決定基準に則った方法であり、違算ではないと判断します。 

 

3. フィルター用砂については、昨年度の工事と同様、土木工事共

通仕様書に基づく仕様として積算しているため、規格的には同等



の資材を採用しています。単価決定においては昨年度も今年度も

３社から見積りを徴収し、平均単価を採用していることから採用

単価は妥当であり違算ではないと判断します。 

 

 以上により、設計金額が 30,000 円（税抜）過大となっていました。 

また、予定価格が 30,000 円（税抜）過大、最低制限価格が、25,000

円（税抜）過大となっていました。 

入 札 の 取 扱 い 

 下記、表１・２予定価格及び最低制限価格を修正した価格に置き

換えた場合であっても入札順位に変動はありません。 

 

＜表１：現行（修正前）の入札結果＞     （税抜） 

予定価格：23,896,000 円 最低制限価格：20,989,000 円 

 入札価格 結果 

Ａ社 21,008,000 円 落札 

Ｂ社 21,009,000 円  

Ｃ社 20,383,000 円 失格 
  

 

＜表２：本来（修正後）の入札結果＞     （税抜） 

予定価格：23,866,000 円 最低制限価格：20,964,000 円 

 入札価格 結果 

Ａ社 21,008,000 円 落札 

Ｂ社 21,009,000 円  

Ｃ社 20,383,000 円 失格 
  

 

 したがって本件については、規程第７条第１項ただし書により落

札者の決定を取り消さないことができる「設計違算の内容が落札者

の決定に影響を与えないとき」に該当するため、契約締結手続契約締結手続契約締結手続契約締結手続をををを再再再再

開開開開しましたしましたしましたしました。。。。 

工 事 担 当 課 環境部 下水道課 連 絡 先 053-574-2212 

工 事 主 管 課 環境部 下水道課 連 絡 先 053-574-2212 

契 約 担 当 課 総務部 契約検査室 連 絡 先 053-576-1178 

※規程…湖西市建設工事に係る設計違算及び積算疑義申立てに関する事務取扱規程 


